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　はじめに

奄美大島における甲殻十脚類に関する研究は，

1963年の上田による淡水産エビ類に関する研究

に始まり，その後汽水―陸水域の甲殻類相（諸

喜田，1975, 1979, 1989；武田，1989a；Shokita & 

Nishijima, 1976；鈴木ほか，2015a, b；三浦・三浦，

2015）や大島海峡の海産異尾類相ならびに短尾類

相 (Baba, 1989；Takeda, 1989b)が明らかにされた．

さらに，近年になるとマングローブの潮間帯や飛

沫転石帯において小型種や希少種の生息も報告さ

れるにいたった (岸野ほか，2001a, b；野元ほか，

2002；鈴木ほか，2008)．

このような中，第 2著者である米沢は，昨年

本島中部に位置する住用川・役勝川河口域周辺の

河岸堤や止水池の堤において，ヒメアシハラガニ

モドキ Neosarmatium indicumの生息している事を

確認した．その後，2015年 9月 26日に当該地点

でオス 1個体を採集したので，ここに報告する次

第である．調査にあたっては当該個体群の攪乱を

最小限とするために，証拠標本として 1個体のみ

採集した．また，採集した標本は鹿児島大学総合

研究博物館に登録保存した（KAUM-AT-212）．

　結果と考察

ヒメアシハラガニモドキ Neosarmatium indicum 

(A. Milne-Edwards, 1868)の形態：イワガニ上科ベ

ンケイガニ科に属するヒメアシハラガニモドキ

は，小型の種類で，最大甲幅は 25 mm前後である．

今回採集した個体は雄で（図 1），甲幅 17.8 mm，

甲長 14.0 mmであった．甲の背面は強く膨らみ，

無毛で平滑である．前側縁は眼窩外歯を含めて 2

歯が明瞭であり，第 3歯は痕跡的で，その後方は

弱くくびれている．ハサミ脚はほぼ左右同大で，

掌部上面には内面と外面を隔てる弱い肋があり，

その他に可動指基部の近くから掌部基部に向け

て，低いが幅広い隆起がある．可動指上縁には，

明瞭な 2歯がある（図 2）．

甲の背面は紫がかった暗色で，後半部に白い

斑紋がある．ハサミ脚は腕節からハサミ部にかけ

て鮮やかな赤色を呈する．歩脚の長節は青白い地

色に紫の細かい斑紋を有する（図 1）．
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生息域：本種が生息していたのは，住用川・

役勝川河口域左岸の内陸部に位置する側溝の土手

の上部で，オキナワアナジャコの巣塚が散見する

場所に造られた巣穴であった（図 3, 4）．本種が

巣穴入口に居ると，その鮮やかな赤色のハサミ脚

が良く目に付いた．この土手の内側には畑が作ら

れており，生息地はかなり乾いた泥質の基質と考

えられた．

本種の生息地周辺には，他に，クロベンケイ

ガニ Chiromantes dehaani (H. Milne-Edwards, 1853)，

フ タ バ カ ク ガ ニ Perisesarma bidens (De Haan, 

1835)，ハマガニ Chasmagnathus convexus De Haan, 

1835，ベンケイガニ Sesarmops intermedium (De 

Haan, 1835)などが生息していた（図 5–8）．

生息状況：本種は用心深く，近づくとすぐに

巣穴に入り込んで，なかなか出てこないので，そ

の詳細な生息状況は把握できなかった．ただ，周

辺に生息するクロベンケイガニなどの生息状況か

ら判断すると，極めて少ないと考えられる．今後

正確な生息数の調査が必要であろう．また，奄美

大島には，住用川・役勝川以外にも川内川や河内

川など比較的大きく，まだ泥質の堤が残っている

河川もいくつか存在する．本種がこれら河口域の

乾燥した泥底質の地域に生息する可能性は十分考

えられる．しかし，残念ながら奄美大島全域にお

ける生息状況は，現時点では十分把握されていな

い．河口域河岸は，治水事業の一環としての護岸

図 2．ヒメアシハラガニモドキのハサミ脚部分．

図 3．ヒメアシハラガニモドキの生息地の概観．オキナワ
アナジャコの巣塚が散見する．

図 4．巣穴入口に居て様子をうかがうヒメアシハラガニモ
ドキ．

図 5．オキナワアナジャコの巣塚頂上の入り口に居るクロベ
ンケイガニ．

図 6．巣穴入口に居るフタバカクガニ．
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工事等が行われる場所で，これらの人工河岸は本

種をはじめとする多くの半陸生カニ類の生息環境

を消失させる可能性がある．このため，早急な現

状調査が必要である．

本種は，国内では沖縄島と西表島から報告さ

れているのみで，国外では沖縄諸島以南の西部太

平洋地域に分布すると報告されている（長井ほか，

2011）．従って，今回の奄美大島での生息確認は

その北限域を大きく更新することとなった．今後

は生息分布調査に加え，個体群の維持が行われて

いるか等を明らかにするために個体群生態学的調

査も必要であろう．
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図7．オキナワアナジャコの巣塚の出入り口に居るハマガニ．

図 8．ヒメアシハラガニモドキの生息地で同所的に見られる
ベンケイガニ．


